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地産地消をすすめましょう 地産地消をすすめましょう 地産地消をすすめましょう 

　地域のみなさんに安全・安心な旬の農産物を提供しようと、JA兵庫西
が農産物直売所「旬彩蔵福崎」をオープンしてから１０年目を迎えました。 
　地元の農家が丹精込めて作った新鮮野菜や色とりどりの花が販売され
ています。ぜひ一度足を運んでみてください。地域で生産された物を地
域で消費する「地産地消」に取り組みましょう。 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

（左上）アイスプラント 
サラダや天ぷらにおすすめ 

（左下）桑の実 
そのまま食べたりジャム
にしたり 

（右）紫カリフラワー 
鮮やかな紫色 
ゆでて召し上がれ 

みんなで 
来てね！！ 



３ 

　６月５日、平成２５年度西

播磨文化協会連絡協議会総

会で、福崎町文化協会副会

長の井奥輝明さんが、永年

にわたり副会長として地域

の文化活動の発展に寄与さ

れた功績に対し、兵庫県自治賞（文化功労）を受

賞されました。 

　おめでとうございます。 

　今後ますますのご活躍を祈念します。 

（文化センター） 

　５月３１日、善意賞表彰式を行いました。 

　善意賞は、各分野で人々の模範と認められる善

意の行為があった方に贈られるもので、個人には

サルビア賞を、団体にはクロガネモチ賞を贈り、

その善意をたたえています。受賞された方は次の

とおりです。（敬称略） 

【サルビア賞】 

　　石川　治、福永繁一、長谷川佳代子 

【クロガネモチ賞】 

　　めだかの学校、洋ちゃんサロン 

　　亀坪歌謡クラブボランティアグループ 

　受賞者のみなさんは、永年にわたってボランテ

ィア活動に精力的に取り組まれ、地域住民の福祉

向上のために貢献されています。 

　みなさんの今後ますますのご活躍を祈念します。 

（総務課） 

　５月２４日、兵庫県民会館で行われた県内行政相

談委員全体会議のなかで、藤後美智子さんが近畿

行政相談委員連合協議会表彰を受賞されました。 

　藤後さんは、永年にわたり行政相談委員として、

行政に対する苦情の解決等、相談活動に尽力して

こられました。 

　今後ますますのご活躍を祈念します。 

（総務課） 

　人権擁護委員の松岡宏信

さんが全国人権擁護委員連

合会長表彰を受賞されました。 

　松岡さんは、人権擁護委

員として、人権問題につい

ての相談や小学校での人権

教室の実施、街頭啓発など、

人権尊重思想の普及活動に

尽力され、現在も人権擁護のために活躍されてい

ます。 

　今後のさらなるご活躍を祈念します。 

（住民生活課） 

　サマージャンボ宝くじの収益金は、県内市町

の住みよいまちづくりに活用されています。 

　収益金は各都道府県の販売実績等に応じて交

付されますので、ぜひ、兵庫県 

内の宝くじ売り場でお買い求め 

ください。 
 

7/10（水）発売　　　　  

　発売期間　７/１０（水）～８/２（金） 

　抽せん日　８月１３日（火） 

　問い合わせ先　（公財）兵庫県市町村振興協会 

　　　　　　　　　　０７８（３２２）１１５１ 



1日目 8月3日（土）１３：１５～ 要申込 

山桃忌式典 
紙 芝 居　「播磨国風土記」 

福崎町図書館応援隊　紙芝居グループ 
基調講演　「播磨国風土記と松岡五兄弟」 
　　　　　柳田國男・松岡家記念館顧問 

（東京学芸大学教授）　　　　石井正己 
記念講演　「伝説研究の可能性を考える」 

国際日本文化研究センター所長　小松和彦 
シンポジウム　「地域に根ざした播磨国風土記の魅力」 
コーディネーター：石井正己　　　　　　　　　　 
パネラー：奈良大学文学部教授　　　　　上野　誠 

神戸大学大学院人文学研究科　　　　　 
地域連携センター研究員　　坂江　渉 

福崎町長　　　　　　　　　　嶋田正義 

2日目 8月4日（日）１３：００～ 申込不要 

第１部　播磨国風土記と松岡五兄弟 

第２部　現代に生きる神話の世界　神楽上演 

■石見神楽 
　島根県西部の石見地方の伝統芸能。五穀豊穣に感謝し、秋
祭りに氏神様へ奉納されてきたが、時代とともに勇壮華麗な
郷土芸能として演舞されるようになった。活発華麗な舞と、
荘重で正雅な古典的詞章が特徴。海外公演も多い。 

関 連 イ ベ ン ト 

☆竹灯籠のあかり 

☆特別メニュー「山桃忌御膳」 

　夏の夜のひとときを、幻想的な灯籠のあかりと
ともにお過ごしください。 
と　き　８月３日（土）　１９：３０～２１：００ 
ところ　辻川山公園周辺 

※エルデホールから辻川界隈まで無料送迎バスを
運行します。 

　福崎町特産もちむぎと地元で採れた米や野菜を
使った一夜限りの「山桃忌御膳」を４０食限定でご
用意します。 
と　き　８月３日（土）１８：００～２０：３０ 
ところ　もちむぎのやかたレストラン 
価　格　１，８９０円（税込・飲み物別） 

※ご予約は、もちむぎのやかた（　２３－１５００）まで。 

☆大庄屋三木家住宅臨時公開 
と　き　８月４日（日）９：００～１２：００ 
ところ　大庄屋三木家住宅 

「現代に生きる神話の世界　石見神楽」解説 
柳田國男・松岡家記念館顧問　　　　　　　　　　 
（東京学芸大学教授）　　　　　　　　石井正己 

「石見神楽（八岐大蛇、恵比須、塵輪）」上演 
石見神楽細谷社中 

４ 

　福崎町では、柳田國男と兄・井上通泰の祥月にあたる８月に、二人の偉業
を偲んで「山桃忌」を開催しています。 
　今年は、播磨国風土記編さん１３００年を記念して、講演会やシンポジウム、
石見神楽の上演などで、風土記と神話の魅力を発信します。石見神楽を代表
する演目「八岐大蛇」では、８頭の大蛇がダイナミックな舞を披露します。
ご家族そろってお越しください。 
 
　とき　８月３日（土）・４日（日）　ところ　エルデホール 

い わ み か ぐ ら 

やまたのおろち 

やまたのおろち え　び　す じんりん 

申込方法　 
８月３日（土）の第
１部は事前に申込が
必要です。 
※４日（日）の神楽は申込不要。 
申込先　社会教育課（内線２５６・２５７）FAX２２－０６３０ 

要予約 

（写真提供） 
　島根県 
　浜田市観光協会 



　山桃忌奉賛事業として、文化協会の主催で次の
行事が行われます。どうぞご参加ください。 
【写生大会】 
　対象　小・中学生対象 
　日時　７月２７日（土）・２８日（日）９：００～ 
　場所　柳田國男生家付近 
　審査　日和佐治雄　先生 
【短歌祭】 
　日時　８月３日（土）１０：００～ 
　場所　文化センター　小ホール 
　選者　楠田立身　先生（兵庫県歌人クラブ顧問） 

ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（７月２０日～８月７日） 

おはなし会 

7月20日（土） 
11：00～ 

えほんのじかん 
8月7日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

7月27日（土） 
14：00～ 

「ピーターパンの　 
　　冒険（前編）」 

５ 

資料整理日 8月1日（木） 休館 

文化協会からの 
お知らせ　　　 

日時　７月３１日（水）～８月１１日（日） 
　　　（休館日を除く） 
　　　午前の部 １０：３０～　午後の部 １３：００～ 
場所　メディアルーム 

自由研究の参考にどうぞ 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書6冊　　児童書2冊 
「海賊とよばれた男」（上・下）　百田　尚樹 
「色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年」 
　　　　　　　　　　　　村上　春樹 

学校支援実行委員会からのお知らせ 申し込み・問い合わせ先　文化センター　　22－3755

　「体験」をとおして、親子で防災・減災を考え

てみましょう。 

 

日　時　８月３１日（土）１３：３０～１５：３０ 

場　所　文化センター　小ホール 

講　師　ＮＰＯ法人　兵庫県防災士会 

内　容　＊緊急時に「自分や家族を守る」ための 

　　　　　シュミレーション体験ゲーム 

　　　　＊折り紙や新聞紙による食器やコップの 

　　　　　作成体験 

対　象　小学３年生以上の子と親 

募集人数　３０組（先着順） 

　今年も夏休みの勉強対策として“自習室”を開

放します。参加して、勉強をがんばりましょう！ 

★前期★ 

日程　８月１日（木）・２日（金）・５日（月）～７日（水） 

場所　・八千種県民交流広場（　９:００～１１:００） 

　　　・高小県民交流広場　（１０:００～１２:００） 

★後期★ 

日程　８月６日（火）～１０日（土） 

場所　・サルビア会館（　９:００～１１:００） 

　　　・文化センター（１０:００～１２:００） 

　　　　※文化センターのみ８日は１３:００～１５:００ 

親子で学ぶ防災・減災体験セミナー 
参加者募集!　　　 

小学４・５・６年生へのおさそい 
サマースクールでホップ・ステップ・ジャンプ 

親子で学ぶ防災・減災体験セミナー 
参加者募集!　　　 

小学４・５・６年生へのおさそい 
サマースクールでホップ・ステップ・ジャンプ 要申込 

ボランティア先生も募集中です 

【辻川界隈展】 
　日時　７月２８日（日）～８月４日（日） 
　場所　辻川界隈周辺（鈴の露酒店、もちむぎの

やかた ほか） 
　内容　辻川のまちをギャラリーに見立てて、川

柳、短歌、版画、陶芸、絵画、写真など
を展示します。 

【民俗学の夕べ】 
　日時　８月３日（土）１８：３０～ 
　場所　鈴の森神社境内 
　内容　吹奏楽、歌唱劇、演舞、猿回し、辻川鬼

太鼓、餅まき、夜店　　　　（辻川区） 
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ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 
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４
９
７
７
） 

〔
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が
定
価
の
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で
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ら
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・
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内
に
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と
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、
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銀
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入
金
後
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経
っ
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も
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か
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メ
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返
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 〔
処
理
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サ
イ
ト
の
日
本
語
に
不
自
然
な

表
現
が
な
か
っ
た
か
尋
ね
る
と
、

心
当
た
り
が
あ
り
ま
し
た
。 

①
運
営
者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
の
記
載
が
な
い
。 

②
正
規
販
売
店
の
価
格
よ
り
極
端

に
値
引
き
さ
れ
て
い
る
。 

③
機
械
翻
訳
の
よ
う
な
不
自
然
な

日
本
語
表
現
が
あ
る
。 

④
支
払
方
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が
銀
行
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込
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カ
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ド
が
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で

き
な
い
。 
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シ
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ピ
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ラ
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、
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談
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２
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０
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件
以

上
に
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ぼ
り
、
「
注
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し
た
商
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が
届
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な
い
」
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商
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届
い
た

が
縫
製
が
乱
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で
模
倣
品
だ
っ
た
」

な
ど
の
相
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が
寄
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れ
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の
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際
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注
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点
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お
知
ら
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し
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○
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等
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た
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事

業
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情
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し
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か
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○
購
入
し
た
い
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模
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品
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な
い
か
十
分
に
注
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こ
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○
無
用
な
ト
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ブ
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避
け
る
た

め
配
送
方
法
や
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送
ま
で
に
か

か
る
期
間
を
知
っ
て
お
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○
購
入
す
る
商
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日
本
国
内
へ

の
輸
入
が
禁
止
ま
た
は
制
限
さ

れ
て
い
る
物
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で
な
い
か
事
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認
す
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こ
と 

○
キ
ャ
ン
セ
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・
返
品
条
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利

用
規
約
は
事
前
に
必
ず
確
認
す

る
こ
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模
倣
品
を
輸
入
す
る
行
為
は
、

「
消
費
者
が
模
倣
品
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
」

や
「
商
用
で
な
く
個
人
利
用
目
的

で
あ
る
場
合
」
で
あ
っ
て
も
、
消

費
者
自
身
が
商
標
権
侵
害
に
問
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
海
外
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

利
用
す
る
際
は
十
分
な
注
意
が
必

要
で
す
。 
      

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

日　時　8月3日（土）　9：30～14：00 
場　所　生活科学センター 
内　容　（小学生と保護者がいっしょに参

加してください。） 
　①調理実習 
地元でとれたお米や野菜、もち麦を使
って楽しく実習をします。 
②エコ学習 
環境の大切さについて兵庫県立大学の
学生といっしょに学習します。 

参加費　無料 
募集人数　30人 
申込締切　7月19日（金） 
申込先　生活科学センター　　22－4977 
共　催　福崎町消費者の会 

サルビア会館でさまざまな相談を受けていますのでご利用ください。 

母子相談 
　毎月第2・4月曜日　10:30～15:00 
　（担当＝健康福祉課・内線353） 

行政相談 
　毎月第3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝総務課・内線221） 

人権相談 
　毎月第3水曜日　10:00～15:00 
　（担当＝住民生活課・内線374） 

なやみごと相談 
　毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 23

各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 

６ 



★エルデホール催物のご案内★ 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【７月の休館日】４日・１１日・１６日・１８日・２５日 
　【８月の休館日】１日・８日・１５日・２２日・２９日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

８月７日（水） 8月の催し チケット好評発売中！ 

「いちむじん」 エルデホール 
サマーコンサート 

■出演／いちむじん（山下俊輔・宇高靖人） 

　　　　特別出演：福崎高校ギター・マンドリン部 

■開演／１８：００（開場１７：３０） 

■入場料／大人１,０００円　高校生以下５００円 

（当日各２００円増）【全席自由】 

☆NHK大河ドラマのテーマ演奏など、今

後も活躍が期待されるギタリストデュオ・いちむじんさん

のコンサートです。演奏するギターはクラシックギター！

特有の繊細な音色の変化、味わいの深さをお楽しみくださ

い♪ 

　まちづくりを進める活動は、コミュニティや

人びとの交流の活性化、経済の振興、福祉の充

実など、さまざまな分野があります。そのかな

めとなるキーワードは「文化の創造力・文化の

コミュニケーション力・文化の推進力」です。 

　いま、住民の「文化プロデューサー」が求め

られています。地域を元気にする知恵と力を出

すために、講習会にぜひご参加ください。 

 

募集人数　３０人程度 

参 加 費　２，０００円（資料代） 

　　　　　（高校生は１，０００円） 

対 象 者　高校生以上 

（未成年の人は、保護者の承諾を得

てください。） 

申込方法　申込書に記入のうえ参加費を添えて

エルデホールへ。 

問い合わせ先　エルデホール　　２３－１６５５ 

講師紹介 
佐藤克明：公益社団法人全国公立文化施設協会アド

バイザー、音楽評論家 

岡本伸子：ワークショップ専門企画みんなの木代表、
至学館大学・岡崎女子短期大学非常勤講師 

竹内利江：文化政策・アートマネジメント研究者、
神戸学院大学非常勤講師 

受講生募集 
講座（全８回コース　１３：３０～　２時間程度） 
日程 

８/１０ 
（土） 

① 

８/２４ 
（土） 

② 

９/７ 
（土） 

③ 

９/２１ 
（土） 

④ 

１０/５ 
（土） 

⑤ 

１０/１９ 
（土） 

⑥ 

１１/９ 
（土） 

⑦ 

１１/３０ 
（土） 

⑧ 

講師 

竹内 

岡本 

佐藤 

講座タイトル 

開講式（主催者挨拶と３講師紹介） 
講義「文化プロデューサーとは何をする人か」 

まとめ　閉講式 
「今日からあなたも文化プロデューサー」 

岡本 
佐藤 
竹内 

講
義
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

催し物の 
企画から 
実践まで 

地域の文化資源（人・街並み・文化財・産 
業・アートなど）を活かした企画を考える 

心に届く宣伝・広報を考える 

みんなを活かす運営と催しの 
ための財源を考える 

発想力を鍛え、人材を活かす 
構成力をもつために 

未来につながる企画～子どもたちがプ 
ロデューサーになった催しから学ぶ 

魅力的な企画で演出力を鍛える 

子どもた 
ちが関わ 
る催しを 
組み立て 
る 

正 規 職 員 募 集 
　次のとおり正規職員を募集します。 

●職種 

　・一般行政職………………………１名程度 

　・土木職……………………………１名 

　・建築職……………………………１名 

　・保育士・幼稚園教諭……………１名程度 

●受付期間 

　　7月26日（金）～8月2日（金） 

●試験日及び試験会場（1次試験） 

　　9月22日（日） 

　　神戸医療福祉大学（福崎町高岡１９６６－５） 

▼受験申込書の請求・問い合わせは、総務課

人事係（内線２２２）へ。 

７ 



福崎町 

　
わ
た
し
の
ク
ラ
ス
に
は
、
た
く

さ
ん
の
生
き
も
の
が
い
ま
す
。
ハ

ム
ス
タ
ー
や
カ
ブ
ト
虫
、
ク
ワ
ガ

タ
虫
に
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
も
い
ま

す
。 

　
ハ
ム
ス
タ
ー
の
名
前
は
ル
キ
で

す
。
ク
ラ
ス
で
話
し
合
っ
て
き
め

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
か
う
と
き

の
ル
ー
ル
も
話
し
合
い
ま
し
た
。

ル
ー
ル
の
一
つ
目
は
、
「
大
き
な

声
を
出
さ
な
い
。
」 

　
二
つ
目
は
、
「
か
ご
を
ゆ
ら
さ

な
い
。
」
で
す
。
ハ
ム
ス
タ
ー
は

小
さ
い
の
で
、
び
っ
く
り
さ
せ
て

は
い
け
な
い
か
ら
で
す
。 

　
三
つ
目
は
、
「
か
っ
て
に
え
さ

を
や
ら
な
い
。
」
で
す
。
た
く
さ

ん
た
べ
す
ぎ
る
と
、
お
な
か
を
こ

わ
す
か
ら
で
す
。 

　
四
つ
目
は
、
「
さ
わ
ら
な
い
。
」

で
す
。
さ
わ
り
す
ぎ
る
と
、
ス
ト

レ
ス
に
な
る
そ
う
で
す
。 

　
こ
の
ル
ー
ル
は
、
ま
も
っ
て
い

ま
す
。 

　
わ
た
し
が
か
っ
て
い
た
お
た
ま

じ
ゃ
く
し
は
、
え
さ
を
や
り
す
ぎ

て
水
が
に
ご
っ
て
し
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
で
も
、
２
か
い
め
の
は

生
き
て
い
ま
す
。
ぜ
っ
た
い
に
し

な
な
い
よ
う
に
、
気
を
つ
け
て
い

ま
す
。 

　
小
さ
な
い
の
ち
を
ま
も
る
た
め

に
は
、
か
う
と
き
の
ル
ー
ル
を
ま

も
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
小
さ
な

い
の
ち
で
も
、
い
の
ち
は
い
の
ち

だ
か
ら
で
す
。 

　
も
う
す
ぐ
夏
休
み
が
は
じ
ま
る

と
き
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
や
、
み

ん
な
が
か
っ
て
い
た
生
き
も
の
を

学
校
の
ひ
ょ
う
た
ん
い
け
へ
か
え

し
て
や
り
ま
し
た
。 

　
ハ
ム
ス
タ
ー
の
ル
キ
は
、
夏
休

み
の
あ
い
だ
、
み
ん
な
で
じ
ゅ
ん

ば
ん
に
か
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
わ
た
し
は
、
１
ば
ん
目
に
な
り

ま
し
た
。
学
校
で
み
て
い
る
と
き

も
か
わ
い
か
っ
た
け
ど
、
家
で
見

る
と
、
も
っ
と
か
わ
い
か
っ
た
で

す
。
ル
キ
は
お
や
つ
の
ひ
ま
わ
り

の
た
ね
が
す
き
で
す
。
と
き
ど
き
、

へ
や
を
そ
う
じ
し
て
い
ま
す
。
７

月
３１
日
に
か
い
と
く
ん
の
家
へ
ル

キ
を
も
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
わ
た
し
は
、
生
き
も
の
を
か
う

と
き
は
、
し
な
す
の
は
い
や
だ
か

ら
、
ル
ー
ル
を
ま
も
ろ
う
と
思
い

ま
す
。 

     

　
７
が
つ
１３
に
ち
に
あ
か
ち
ゃ
ん

が
う
ま
れ
た
よ
。
ぼ
く
の
お
と
う

と
だ
よ
。 

　
ぼ
く
が
、
い
え
に
か
え
っ
た
ら
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
む
か
え
に
き
て

い
た
か
ら
び
っ
く
り
し
た
よ
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
く
る
ま
で
、
ま
り

あ
び
ょ
う
い
ん
に
い
っ
た
よ
。 

　
あ
か
ち
ゃ
ん
が
い
た
よ
。
あ
か

ち
ゃ
ん
は
、
す
ご
く
か
わ
い
い
よ
。

ぜ
ん
た
い
が
か
わ
い
い
よ
。
め
は

ち
ょ
っ
と
だ
け
あ
い
て
い
た
よ
。

ま
だ
み
え
な
い
ん
だ
っ
て
。
あ
か

ち
ゃ
ん
は
、
な
い
て
い
た
よ
。 

「
え
え
ん
、
え
え
ん
。
」 

と
な
い
て
た
よ
。
か
わ
い
い
な
き

ご
え
だ
っ
た
よ
。
ち
い
さ
す
ぎ
る

か
ら
、
ま
だ
だ
っ
こ
は
で
き
な
い

よ
。
は
や
く
だ
っ
こ
し
た
い
な
。

も
う
す
ぐ
、
び
ょ
う
い
ん
か
ら
か

え
っ
て
く
る
か
ら
た
の
し
み
だ
よ
。

か
え
っ
て
き
た
ら
、
み
る
く
を
あ

げ
る
よ
。
あ
そ
ん
で
あ
げ
る
よ
。

こ
ち
ょ
こ
ち
ょ
し
て
わ
ら
わ
せ
る

よ
。 

　
ぼ
く
の
お
と
う
と
だ
よ
。
だ
い

じ
に
す
る
よ
。 

 

ち
い
さ
な
い
の
ち 

高
岡
小
学
校
２
年（
当
時
） 

　
見
留
菜 

あ
か
ち
ゃ
ん 

福
崎
小
学
校
１
年（
当
時
） 

ま
え
か
わ
ふ
う
が 

福崎西中学校２年（当時）　清水綾乃 

福崎東中学校３年（当時）　大前貴裕 

田原小学校５年（当時）　藤本　廉 

い
じ
め
ゼ
ロ
　
ニ
コ
ニ
コ
え
が
お
で 

　
た
の
し
い
ク
ラ
ス 

八
千
種
小
学
校
２
年（
当
時
） 

む
く
の
り
き 

「
ご
め
ん
ね
」
そ
の
ひ
と
こ
と
で 

　
き
ず
な
の
糸
が
太
く
な
る 

福
崎
小
学
校
３
年（
当
時
）　 

中
田
冴
香 

心
と
心
を
結
び
合
い 

　
伝
え
合
お
う
よ
　
自
分
の
気
持
ち 

田
原
小
学
校
６
年（
当
時
）　 

青
田
祐
奈 

耳
す
ま
せ
！
　
一
人
一
人
の 

　
心
の
声
に 

福
崎
東
中
学
校
２
年
（
当
時
） 

松
岡
亜
祐 

８ 



ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス 

　
歴
史
の
授
業
で
「
我
意
に
従
わ

ぬ
は
賀
茂
川
の
流
れ
と
サ
イ
コ
ロ

の
目
な
り
」
と
白
河
上
皇
が
言
っ

た
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
真
偽
は
別
に
し
て
、
権
勢
を
誇

っ
た
人
物
で
さ
え
自
然（
賀
茂
川
）

と
経
済
（
サ
イ
コ
ロ
）
は
思
う
に

ま
か
せ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
生
ま
れ
て
６
か
月
を
経
た
安
倍

政
権
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
そ
う

で
す
。
地
震
や
台
風
の
自
然
現
象

は
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
被

害
を
少
な
く
す
る
減
災
に
知
恵
を

し
ぼ
っ
て
い
ま
す
。 

　
経
済
で
は
日
本
経
済
再
生
に
向

け
た
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
「
大

胆
な
金
融
政
策
」「
機
動
的
な
財

政
政
策
」「
民
間
投
資
を
喚
起
す

る
成
長
戦
略
」
の
３
本
の
矢
を
用

意
し
、
時
間
を
お
い
て
放
ち
ま
し

た
。 

　
１
本
目
、
２
本
目
は
、
円
安
や

株
価
の
高
騰
に
よ
り
マ
ジ
ッ
ク
を

見
て
い
る
よ
う
で
拍
手
か
っ
さ
い

で
し
た
が
、
３
本
目
の
矢
で
は
音

が
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。 

　
５
月
に
町
商
工
会
、
経
営
者
協

会
、
福
崎
工
業
団
地
協
議
会
な
ど

の
会
合
が
あ
り
、
会
員
の
方
々
と

話
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
多
く
の
会
員
は
、
矢
が
的
を
射

て
景
気
が
回
復
す
る
こ
と
を
心
か

ら
待
ち
望
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
景
気
が
回
復
し
て
利
益

を
実
感
さ
れ
て
い
る
人
は
少
数
で

し
た
。 

　
新
聞
の
記
事
や
声
欄
で
も
、
円

安
で
輸
入
品
が
値
上
が
り
し
、
電

気
代
や
食
料
品
な
ど
の
生
活
必
需

品
が
影
響
を
受
け
、
家
計
の
出
費

が
増
え
、
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た

と
い
う
声
が
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

　
あ
る
大
学
の
先
生
が
新
聞
の
対

談
で
、
実
体
経
済
が
よ
く
な
ら
な

け
れ
ば
３
本
の
矢
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
で
は
な
く
ア
ホ
ノ
ミ
ク
ス
だ
と

言
わ
れ
、
週
刊
誌
が
こ
の
表
現
で

記
事
を
書
い
た
の
に
は
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。 

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
３
本
の
矢
が

的
に
命
中
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
が
、
果
た
し
て
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。 

町
長 

　

嶋
田
正
義 

　フランス語で「白い食べ物」を意味するブランマン
ジェ。もち麦の風味もよく、初夏にぴったりのデザー
トです。身体にいい食材で、とろとろ食感のおいしい
スイーツができました。 

（作りやすい分量） 

≪材料≫（５個分） 

豆乳（無調整）　２C 

牛乳　　　　　１.５C 

もちむぎ粉　　大さじ４ 

砂糖　　　　　４０ｇ 

粉ゼラチン　　１０ｇ 

水　　　　　　大さじ２ 

 

■もちむぎ茶シロップ 

もちむぎ茶　２０ｇ 

水　　　　　１.５Ｃ 

砂糖　　　　７０ｇ 

≪作り方≫ 
ブランマンジェ 
①ゼラチンに水を加え、ふやかしておく。 
②鍋に牛乳ともちむぎ粉を入れ、よく混ぜる。
弱火にかけ、焦がさないように混ぜ続け、
とろみがついてきたら火を止める。 
③②に豆乳、砂糖を入れ、よく混ぜてから火
にかけて温める。温まったら①のゼラチン
を加えてよく混ぜて溶かす。 
④熱がとれたらボウルに移し、氷水をあてな
がらへらでかき混ぜ、もったりとしてきた
ら型に流し込む。 
⑤冷蔵庫で冷やし、とろりと固まったら、も
ちむぎ茶シロップをかけてできあがり。 
 
もちむぎ茶シロップ 
①鍋にもちむぎ茶を濃く煮出す。 
②砂糖を加え、水分をとばす。 
③お好みのとろみがついたら、熱をとり冷蔵
庫で冷やす。 
※焦がさないように注意してください。 
※パンケーキ、フレンチトースト、アイスな
どにかけてもおいしいですよ。 

「もち麦」で美容＆健康効果、ばっちり 
　美しくて健康的な体づくりには、運動や睡眠はも

ちろんのこと、食事と栄養バランスもとても大切です。

最近の健康ブームによってもち麦が見直され、いろ

いろな調理法で工夫されたおいしいレシピも出てき

ています。 

もち麦ひとことメモ 

９ 

第４５０回定例会 
（６月議会） 



国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
み
な
さ
ん
へ 
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
み
な
さ
ん
へ 

　
高
齢
受
給
者
証
を
保
険
証
と
あ

わ
せ
て
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
一
部
負
担
額
が
１
割
（
現

役
並
み
所
得
の
方
は
３
割
）
に
な

り
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
郵
送
す
る
証
は
平
成

２４
年
中
の
所
得
等
に
よ
り
算
出
さ

れ
た
一
部
負
担
金
割
合
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
ま
す

の
で
、
医
療
機
関
窓
口
で
保
険
証

と
あ
わ
せ
て
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

  

　
高
齢
受
給
者
証
は
誕
生
日
の
翌

月
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

各
月
１
日
が
誕
生
日
の
方
は
誕
生

日
月
か
ら
で
す
。
使
用
が
可
能
と

な
る
月
の
前
月
下
旬
に
該
当
の
方

に
発
送
し
ま
す
。 

     

　
８
月
か
ら
新
し
く
平
成
２４
年
中

の
所
得
等
で
算
出
さ
れ
た
認
定
証

を
発
行
で
き
ま
す
。
こ
の
証
は
、

入
院
ま
た
は
高
額
に
な
る
外
来
診

療
の
際
に
医
療
機
関
に
保
険
証
と

同
時
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
１
つ

の
医
療
機
関
等
に
お
い
て
１
か
月

の
保
険
内
診
療
分
に
か
か
る
自
己

負
担
額
が
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま

す
。 

 ﹇
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
﹈ 

交
付
対
象
者
　
７５
歳
未
満
の
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
方 

　
入
院
時
の
食
事
代
も
減
額
さ
れ

ま
す
。
証
の
発
効
期
日
（
申
請
月

の
１
日
）
か
ら
食
事
代
が
減
額
に

な
り
ま
す
の
で
、
申
請
は
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。 

﹇
限
度
額
適
用
認
定
証
﹈ 

交
付
対
象
者
　
７０
歳
未
満
の
住
民

税
課
税
世
帯
の
方 

※
７０
歳
〜
７４
歳
の
方
は
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
の
み
交
付
対
象

者
と
な
り
ま
す
。 

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
国
民
健
康
保
険
証 

・
印
鑑 

※
申
請
は
８
月
１
日
以
降
に
お
願

い
し
ま
す
。 

※
保
険
税
に
滞
納
の
あ
る
方
は
こ

の
制
度
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

納
税
相
談
は
お
早
め
に
！ 

問
い
合
わ
せ
先 

　
健
康
福
祉
課 

　
（
内
線
３
５
５
・
３
５
６
） 

７０
歳
〜
７４
歳
の
方
に
　
　 

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を 

発
送
し
ま
す
　
　
　
　
　 

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担 

額
減
額
認
定
証
」「
限
度 

額
適
用
認
定
証
」
が
必
要 

な
方
は
必
ず
申
請
を
　

　 

新
し
く
７０
歳
に
な
ら
れ
た
方
へ 

対　　象　町内に在住で昭和３０年以前
に生まれた方　　 

会　　場　文化センター他 
募集人数　５０人 
受 講 料　５００円 
申込期間　７月１９日（金）～８月９日（金） 
申込方法　所定の用紙に必要事項を記

入のうえ、受講料を添えて
文化センターへ持参してく
ださい。 

　※詳しくは、７月中旬の町内回覧で
　　お知らせします。 

平成２５年度　もちのきセミナー 
受講者募集！ 

平成２５年度　もちのきセミナー 
受講者募集！ 

回 日　時 講座内容 講　師 

1

2

3

4

5

９月２１日（土） 
１４：００～１５：３０ 

【開講式】 
高齢者と健康 
～東洋医学の血・気・ツボ～ 

心と体の“美メイク” 

一日研修 

おくすり教室 

～食生活から健康で美しくいきいきと～ 
「大人の食育」 

東洋医学師 
加茂田　喬 

6
２月１５日（土） 
１４：００～１５：３０ 

【閉講式】 
きれいな姿勢でいつまでも若々しく 

神戸医療福祉大学　社会福祉学部 
健康コミュニケーション学科 
助教　兒玉　友 

兵庫県健康福祉部 
健康局薬務課　薬剤師 

名古屋経済大学　人間生活科学部 
管理栄養学科 
講師　上延麻耶 

NPO法人 
美メイク・アクトレス 
理事長　大地良枝 

１０月１２日（土） 
１４：００～１５：３０ 

１１月１６日（土） 
９：００～１６：００ 

１２月２１日（土） 
１４：００～１５：３０ 

１月２５日（土） 
１４：００～１５：３０ 

※日程、講座の内容などは変更することがあります。 

　団塊の世代が、個性豊かに自らの生きがいを見
つけ、いつまでも元気でいきいきと暮らし続ける
ことを応援するために実施します。 

●文化センター行事予定（7/20～8/19） 

神崎学園 

日時：７月２５日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

　　　８月１日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 

 

福寿学園 

日時：８月１日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

　　　８月８日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

老人大学一般教養講座（公開講座） 

　日時：７月２５日（木）　１３：２０～１５：００ 

　場所：文化センター 

　演題：聴いて得する税の教育講座 

　講師：姫路税務署員 

＊上記公開講座は一般の方も参加できます。どうぞ、

お越しください。 

１０ 



後期高齢者医療制度 後期高齢者医療制度 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

被
保
険
者
お
一
人
お
ひ
と
り
か

ら
保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ

き
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
は
、
７

月
中
旬
に
送
付
す
る
保
険
料
額

決
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

 

保
険
料
の
支
払
方
法 

●
年
金
か
ら
の
お
支
払
い 

　
【
特
別
徴
収
】 

　
特
に
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
に

よ
る
お
支
払
い
に
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
方

は
税
務
課
の
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

●
口
座
振
替
・
納
付
書
で
の 

　
お
支
払
い
【
普
通
徴
収
】 

　
７
月
か
ら
３
月
ま
で
毎
月
納

付
い
た
だ
き
ま
す
。
年
金
の
受

給
額
が
年
額
１８
万
円
未
満
の
方
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介

護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
受

給
額
の
１
／
２
を
超
え
る
方
が

対
象
で
す
。 

     

保
険
料
の
計
算
方
法 

　
年
間
の
保
険
料
は
一
人
ひ
と

り
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均
等

割
額
」
と
前
年
の
所
得
に
応
じ

て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の

合
計
と
な
り
ま
す
。 

被
保
険
者
証 

　
被
保
険
者
証
の
更
新
時
期
は

毎
年
８
月
１
日
で
す
。
７
月
下

旬
に
簡
易
書
留
で
新
し
い
被
保

険
者
証
を
送
付
し
ま
す
。
８
月

１
日
か
ら
は
新
し
い
被
保
険
者

証
を
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の

納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
、
有
効

期
限
が
短
い
被
保
険
者
証
（
短

期
被
保
険
者
証
）
を
送
付
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付

が
困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合
は

早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
同

一
世
帯
内
の
被
保
険
者
の
平
成

２４
年
中
の
所
得
に
よ
り
算
出
さ

れ
た
平
成
２５
年
度
の
住
民
税
課

税
所
得
と
平
成
２４
年
中
の
収
入

額
（
１
月
か
ら
７
月
ま
で
は
平

成
２３
年
）
を
も
と
に
計
算
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
帯
状
況

の
異
動
や
所
得
の
更
正
に
よ
り
、

変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証 

　
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
方
は
、
認
定
証
を
提
示
す

る
こ
と
で
、
医
療
機
関
ご
と
に

１
か
月
間
に
支
払
う
自
己
負
担

額
が
外
来
・
入
院
と
も
区
分
に

応
じ
た
限
度
額
ま
で
と
な
り
、

入
院
時
の
食
事
代
に
つ
い
て
も

減
額
さ
れ
ま
す
。（
柔
道
整
復
、

鍼
灸
、
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

施
術
な
ど
は
除
く
。
） 

　
更
新
時
期
は
毎
年
８
月
１
日

で
す
。
現
在
、
認
定
証
を
お
持

ち
で
８
月
以
降
も
引
き
続
き
対

象
と
な
る
方
に
は
、
７
月
下
旬

に
新
し
い
認
定
証
を
被
保
険
者

証
と
い
っ
し
ょ
に
送
付
し
ま
す
。

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税

の
方
で
認
定
証
の
申
請
を
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

・
資
格
に
関
す
る
こ
と 

健
康
福
祉
課（
内
線
３
５
５ 

・
３
５
６
） 

・
保
険
料
に
関
す
る
こ
と 

　
　
税
務
課
（
内
線
３
４
２
） 

・
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
務
局
（
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
） 

　
　
０
７
８
・
３
２
６
・
２
０

２
１ 

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す 

新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す 

※総所得金額等とは収入額から控除額を引いた金額です。ここでいう控除額とは、公的年金等控除額、
給与所得控除額、必要経費のことをいい、所得控除（社会保険料控除、扶養控除等）は含みません。 

（平成２４年中（１～１２月）の 
総所得金額等（※） 
　－　３３万円）×　９.１４％ 

平成２５年度保険料額 
（最高限度額５５万円） 

②所得割額 

４６,００３円 

①均等割額 ①＋② 

＋ ＝ 

１１ 

　毎年、各種行政施策の基礎資料作成のために、統
計法にもとづく国の各種統計調査を実施しています。 
　そこで、町内で統計調査に従事する統計調査員の
登録についてお知らせします。 
応募資格 
○２０歳以上の健康な方で、所定の調査期間中に実
際に調査活動に従事できる方 

○秘密保持ができる方 
○税務・警察・選挙に直接関係のない方 
登録時に確認すること 
　氏名・住所・電話番号・生年月日など 
登録申請と審査 
　応募者は、県・町での審査を経た後、登録されます。 
現在、福崎町には約３０人の方が登録されています。 
申し込み・問い合わせ先 
　企画財政課　企画係（内線２３１） 

統計調査員募集！ 



１２ 

体に無理
のない範

囲で 

ご協力を
お願いし

ます 

今年の夏もみんなで節電！ 今年の夏もみんなで節電！ 
　この夏も、ご家庭での節電にご協力をお願いします。 

節電をお願いする期間 
７月１日（月）～９月３０日（月） 

平日　９：００～２０：００ 
（※８月１３日～１５日は除く） 

町税の減免制度 
　　のご案内 
　火災や地震などの災害にあったり、

生活扶助を受けることになったなど

の特別の事情がある場合には、事情

に応じて町税を減免する制度があり

ます。 

　右の要件に該当する場合は町税の

減免が受けられることがあります。

所得の状況や災害の程度などで減免

に該当しない場合や減免率が変わる

場合もあります。詳しくは各町税の

担当者にご相談ください。町のホー

ムページにも詳しく掲載しています。 

（税務課） 

町税の種類 

町民税 

固定資産税 

軽自動車税 

国民健康保険税 

主な要件 

・生活扶助を受けることになった場合 
・失業などにより所得が著しく減少する見込みのある 
　場合 
・勤労学生の場合 
・火災や地震などの災害にあった場合 

・生活扶助を受けている場合 
・公益のために使用する固定資産の場合 
・火災や地震などの災害により、土地、家屋、償却資 
　産に被害があった場合 

・障害者またはその家族が所有する車で、障害者 
　自身が使用する場合または家族が障害者のために使 
　用する場合 

・失業などにより所得が著しく減少する見込みのある 
　場合 
・火災や地震などの災害にあった場合 
・社会保険などから後期高齢者医療保険に移行した被 
　保険者が世帯にいる場合 

節電の例 

５０％ 

１０％ 

１０％ 

５％ 

節電効果 
（削減率） 

エアコンを消し扇風機を使用する 

冷房の設定を２６℃～２８℃にする 

すだれなどで窓からの日差しを和らげる 

日中は不要な照明を消す 

　５月３０日にボンマルシェ福崎店で、福崎町防犯指導委
員会主催による「春の防犯キャンペーン」を、福崎警察
署と福崎防犯協会の協力を得て実施しました。 
　現在、振り込め詐欺や車上狙い、空き巣などが多発し
ています。防犯意識を高め、みんなが注意し合い、犯罪
のない明るい福崎町にしましょう。 

（住民生活課） 



１３ 

　ごみや草の野焼きにより、「洗濯物に灰や臭いが
ついて困っている」「窓が開けられない」などの苦
情が多く寄せられています。野外での焼却は、環
境に悪影響を与え、周囲の方に迷惑をかけること
があります。ごみや草は燃やさずに、ごみステー
ションに出すか（草や剪定くずは３袋まで）、くれ
さかクリーンセンターへ直接搬入してください。 
　野焼きは法律で禁止されています。禁止の例外
には次のような場合があります。 
・災害の予防・応急対策・復旧のために必要な場合 
・農業や林業を営むためにやむを得ない場合 
・たき火など日常生活を営むうえで通常行われる
焼却で軽微なもの 
　例外的に認められている焼却でも、
周囲への影響を考えて焼却時の風
向や時間帯に十分配慮してください。 

（住民生活課） 

　家電リサイクル法対象機器であるテレビや冷蔵庫、
またタイヤなどの不法投棄が後を絶ちません。 
　家電リサイクル法対象機器（テレビ・冷蔵庫・
エアコン・洗濯機）やタイヤなどの自動車部品は
ごみステーションには出せません。処理業者や販
売店に引き取りをしてもらってください。 
　ごみの不法投棄は法的に処罰の対象（５年以下
の懲役もしくは１０００万円以下の罰金）となります。
みなさんの心がけで不法投棄を防止しましょう。 
　万一、不審な車や不法投棄現場を見かけた場合は、

車種やナンバーを控え
るなどして福崎警察署
（　２３－０１１０）または役
場住民生活課（内線３７２）
へ連絡してください。 

兵 庫 県 知 事 選 挙 
参議院議員通常選挙 
投 票 日　7月21日（日） 
投票時間　7：00～20：00

期間：７月５日（金）～２０日（土） 

時間：８：３０～２０：００ 

場所：福崎町役場　１階 

期日前投票 

　投票日当日、仕事、買い物、 

レジャーなどの予定がある方 

は、期日前投票をすることが 

できます。 

　詳しくは、福崎町選挙管理委員会へ 
お問い合わせください。（総務課内　内線２２１） 

みんなそろって 
投票しましょう！ 

　７月８日からの運用開始に伴い、住民票に住民

票コード（無作為に付番される１１桁の番号）が記載

され、町内に住民登録がある外国人住民の方に住

民票コードを通知します。 

○外国人住民の方も住民基本台帳カード（住基カ

ード）の交付を受けることができます。 

○他市区町村からでも住民票の写しの交付を受け

ることができます。（住基カードまたは在留カ

ードの提示が必要です。＊一部記載されない項

目あり） 

○一部の行政機関において、住民票コードを申請

書に記載することで、住民票の写しの提出の省

略が可能となる場合があります。 

問い合わせ先　住民生活課（内線３７５・３７６） 

外国人住民の方に　　　　　　 
住基ネットの運用を開始します 

簡単管理 

全額非課税 

掛金助成 

退職金は国の制度を賢く活用 

http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/ 
　　　　　　　（独）勤労者退職金共済機構 
　　　　　　　中小企業退職金共済事業本部 
　　　　　　　　（０３）６９０７－１２３４ 

「中退共」で検索！ 

住みやすい環境のために 



〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

千
葉
大
学
准
教
授
　
兼
岡
理
恵

 

百
年
前
の
『
播
磨
国
風
土
記
』
輪
読
会 

　
風
土
記
編
纂
命
令
１
３
０
０
年

の
今
年
、
こ
の
機
会
に
風
土
記
を

読
ん
で
み
た
い
、
と
思
う
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し

か
し
、
何
し
ろ
千
年
以
上
も
前
に

書
か
れ
た
文
献
、
難
し
そ
う
、
途

中
で
挫
折
し
て
し
ま
う
の
で
は
…

な
ど
、
ど
う
し
て
も
尻
込
み
し
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
時
、

同
じ
よ
う
な
関
心
を
抱
い
た
仲
間

た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
本
を
読
む
―

「
輪
読
会
」
と
い
う
形
式
は
、
１

冊
の
本
を
読
破
す
る
の
に
有
効
な

方
法
で
す
。
今
か
ら
約
百
年
前
の

大
正
６
年
（
１
９
１
７
）
頃
、
そ

の
よ
う
な
仲
間
が
集
ま
り
、
『
播

磨
国
風
土
記
』
の
輪
読
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
柳
田
國

男
、
民
俗
学
者
の
折
口
信
夫
、
中

山
太
郎
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
か
ら
の

留
学
生
で
、
の
ち
に
沖
縄
・
宮
古

島
方
言
な
ど
の
研
究
を
行
っ
た
ニ

コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
の
４
人
。

実
に
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
で

す
。 

　
こ
の
輪
読
会
に
つ
い
て
柳
田
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「（
ネ

フ
ス
キ
ー
を
）私
に
紹
介
し
た
の

は
折
口
信
夫
君
と
中
山
太
郎
君
で

あ
っ
た
。
珍
し
い
ロ
シ
ア
人
が
来

て
お
り
ま
す
よ
と
い
う
の
で
、
い

つ
か
連
れ
て
来
な
い
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
い
つ
で
も

３
人
連
れ
で
来
た
。
た
だ
喋
っ
て

い
て
も
と
思
い
、
輪
講
で
も
し
よ

う
と
私
が
言
い
出
し
た
と
こ
ろ
、

偉
い
ロ
シ
ア
人
で
、
風
土
記
を
や

り
た
い
と
い
う
。
た
し
か
『
風
土

記
逸
文
』
を
や
っ
た
お
ぼ
え
が
あ

る
。
輪
講
と
い
っ
て
も
、
自
宅
で

読
ん
で
判
ら
な
い
所
に
印
を
つ
け

て
も
っ
て
来
る
。
そ
し
て
こ
こ
は

こ
う
思
い
ま
す
が
、
ど
う
で
す
か

と
い
う
よ
う
な
質
問
を
し
た
。
月

に
２
度
く
ら
い
３
人
で
来
て
、
大

分
な
が
い
間
続
け
た
」（
『
故
郷
七

十
年
』） 

　
こ
の
中
で
柳
田
は
『
風
土
記
逸

文
』
と
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に

は
『
播
磨
国
風
土
記
』
を
最
初
に

扱
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
こ
の
会
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

の
学
問
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
た
と
え
ば
折
口
信
夫
は
、

輪
読
会
を
も
と
に
大
学
の
講
義
で

『
播
磨
国
風
土
記
』
を
扱
い
、
昭

和
２４
年
（
１
９
４
９
）
に
柳
田
と

行
っ
た
「
民
俗
学
の
過
去
と
将 

来
」
と
い
う
対
談
の
中
で
「
私
に

は
と
て
も
爲
に
な
り
ま
し
た
」
と

回
顧
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
会
が
始
ま
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
ネ
フ
ス
キ
ー
は 

「
私
は
以
前
、
風
土
記
を
読
ん
で
、

気
の
つ
か
な
か
っ
た
処
が
、
大
分

多
か
っ
た
」
が
、
輪
読
会
に
よ
っ

て
「
其
時
迄
訣
ら
ぬ
所
の
明
白
に

な
っ
た
の
が
、
少
な
く
な
か
っ
た
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の

一
例
と
し
て
『
播
磨
国
風
土
記
』

讃
容
郡
の
、
鹿
の
血
を
蒔
い
た
こ

と
に
よ
っ
て
稲
が
一
夜
で
生
長
し

た
と
い
う
記
事
や
、
賀
毛
郡
雲
潤

里
条
に
み
え
る
、
水
で
は
な
く
鹿

の
血
で
稲
作
を
す
る
と
い
う
記
事

に
つ
い
て
、
稲
種
を
動
物
の
血
に

よ
っ
て
生
長
さ
せ
る
呪
術
と
し
て
、

世
界
各
地
に
存
在
す
る
同
様
の
習

俗
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
「
農

業
に
関
す
る
血
液
の
土
俗
」
と
い

う
論
文
に
ま
と
め
ま
し
た
（
『
土

俗
と
伝
説
』
第
１
巻
１
号
　
１
９

１
８
）。 

　
輪
読
会
が
行
わ
れ
た
時
期
は
、

柳
田
が
『
郷
土
研
究
』
と
い
う
雑

誌
を
創
刊
、
民
俗
学
に
関
す
る
論

文
が
次
々
に
発
表
さ
れ
た
、
い
わ

ば
民
俗
学
研
究
の
草
創
期
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
行
わ
れ
た
こ
の

会
は
、
「
民
俗
学
成
立
史
の
貴
重

な
一
コ
マ
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ

こ
で
柳
田
が
『
播
磨
国
風
土
記
』

を
撰
ん
で
い
る
の
は
、
故
郷
・
福

崎
に
対
す
る
思
い
が
あ
っ
た
か
ら

で
し
ょ
う（
永
池
健
二
「
井
上
通

泰
と
柳
田
國
男
」『
松
岡
五
兄
弟
』

姫
路
文
学
館
編
　
１
９
９
２
）。 

　
「
研
究
」
と
い
う
と
敷
居
が
高

い
で
す
が
、
故
郷
や
土
地
、
伝
説

な
ど
に
対
す
る
興
味
は
、
誰
も
が

抱
く
も
の
。
風
土
記
は
そ
の
よ
う

な
思
い
に
応
え
て
く
れ
る
書
で
す
。

ネ
フ
ス
キ
ー
は
「
真
に
独
り
楽
し

む
は
、
人
と
与
に
す
る
に
若
か
ず

で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
さ

あ
、
み
な
さ
ん
も
仲
間
を
募
っ
て

風
土
記
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
き
っ
と
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
、

さ
ま
ざ
ま
な
発
見
が
あ
る
は
ず
で

す
よ
。 

り
ん
ど
く
か
い 

い
つ
ぶ
ん 

わ
か 

し
る
し 

り
ん
こ
う 

た
め 

と
も 

し 

そ
の
と
き
ま
で
わ
か 

さ
よ
の
こ
お
り 

ま 

か
も
の
こ
お
り
う
る
み
の 

さ
と
じ
ょ
う 

お
り
く
ち
し
の
ぶ 

（左）柳田國男 （右）折口信夫 
岩崎美術社『柳田國男写真集』より 

１４ 

　ハンドベルの奏で

る美しい音色に癒さ

れてみませんか。ク

ラシックをはじめ、

昔なつかしい日本の民謡や四季にま

つわる童謡など、子どもから大人ま

で楽しめるプログラムでお待ちして

います。 
 

出演　姫路YMCAハンドベル・クラブ 

日時　７月２０日（土）　１３：３０～１４：３０ 

場所　歴史民俗資料館　２階 

申し込み先　歴史民俗資料館 

　　　　　　　２２－５６９９ 

辻川山演奏会 辻川山演奏会 

歴民にハンドベルの音色を響かせよう！ 



福崎町生涯楽集データバンク「まちの先生」 福崎町生涯楽集データバンク「まちの先生」 福崎町生涯楽集データバンク「まちの先生」 
がくしゅう がくしゅう 

生涯楽集データバンク「まちの先生」って？ 
　町内にはたくさんの自主グループや団体が
あり、文化・芸術・趣味などの活動に積極的
に取り組まれています。そして、その活動の
なかでは、身近な指導者や助言者を求める声
が少なくありません。 
　一方で、「自分の特技を地域の活動に役立
てたい」という声もあります。 
　町では、このような希望にお応えし、みな
さんの自主的学習を応援するため、「まちの
先生」をご紹介しています。 

利用できる方　町内に在住・在勤・在学するグループ（２人以上） 
講 師 料　　　無料 
申込方法　　　総務課に備え付けの「利用計画書」に記入し、
　　　　　　　提出してください。 
 
 
　町内に在住・在勤する２０歳以上の方で、ご協力いただける
方を募集しています。 
　詳しくは、総務課（内線２２２）へお問い合わせください。 
（町ホームページにも掲載しています。） 

詩吟 
謡曲 
児童合唱、オペレッタ 

作詞・作曲・歌唱などの指導 
 
古くから伝わる民謡に合わ
せて踊る 
書道 
手工芸（押し絵・木目込み・
手編み･パッチワーク・押し
花・メッシュクラフトなど） 

フラワーデザイン（アートフ
ラワー、アレンジメント、コ
サージュなど） 

牛乳パックや空箱等を利用
した小物作り 

パッチワーク、ビーズを使っ
たアクセサリー、ビーズステ
ッチ 

料理（手打ちうどん） 
 
もちむぎ粉を使った料理、
お菓子作り 

健康全般、女性の健康（更年
期、老年期）、老人介護、性教
育 

アロマテラピー 
 
野球審判 
ジャズ体操 
ソフトボール指導 
野球指導 
グラウンドゴルフ 
軟式野球審判 
音楽にあわせて親子体操・
ダンス、赤ちゃんのマッサー
ジ・エクササイズ 
ウォーキング、ストレッチ 
漢詩 
戦争の話「戦中・戦後のシ
ベリア抑留の話」 
俳句 
短歌 
囲碁 
将棋 

 
 
音 楽  
 
 

舞 踊
 

 
美 術  
 
 
 
 

手 工 芸  
 
 
 
 
 
 

 
料 理  
 
 
 
 
健 康  
 
 
 
 
 
 

スポーツ 
 
 
 
 
 
文 学  

歴 史  
 

文 芸  
 
囲碁・将棋

 
 

小学生から壮年層まで幅広く４講座 
高校生、大学生、一般 
幼児、小学生、中学生、高校生 
幼児、小学生、中学生、高校生、大学
生、一般 

小学生、中学生、高校生、大学生、一般 
 
幼児、小学生、高齢者層 
 
小学生から壮年層まで幅広く９講座 
 
 
 
小学生、中学生、高校生、大学生、一般 
 
 
 
一般 
 
 
幼児、小学生、中学生、高校生、大学
生、一般 
 

幼児、小学生、中学生、高校生、大学
生、一般 
 
小学３～６年生、中学生、高校生、大学
生、一般 
小学生、中学生、高校生、一般 
一般 

小学生 
 
小学生、中学生、高校生、一般 
小学生、中学生、高校生、一般 
 
幼児、小学１～３年生 
 
幼児、小学生、中学生、高齢者層 
大学生、高齢者層 

小学５～６年生 
 
小学生、中学生、一般 
高齢者層 
初心者から一般まで２講座 
幼児、小学生 

指導（支援）内容 対象・備考 

茶華道 
 
茶道 
園芸（花づくりの話、実技） 
ガーデニングを楽しもう 
ニワトリ、うさぎの飼育の仕
方 
有機農業について 

もちむぎの話、農業の話 
 
政治 
経済 
法律 
環境学習（自然科学・クラフ
ト・レクリエーション・自然観
察会） 
自然と遊ぼう、自然保護 
ほたるの観察 
川のはなし 
パソコンの初歩 
消費生活に関するアドバイ
ス 
消費生活相談 
牛乳パックを使ったハガキ
作り 
ブリキ板の加工 

点字 
 
初級手話 
キャンプ等の野外活動指導 
着付け 
自転車型発電機による体
験、製作過程の体験談 

施設、地域の集会等でコー
ラスを 

もちむぎ餅、だご汁等を作っ
て食べよう 

施設・地域の集会等で児童
合唱、オペレッタを 
マジックを楽しもう 
大道芸（皿回し、南京玉すだ
れ） 

 
茶 華 道

 
 
 
 
 
農 業  
 
 
 
政 治  
経 済  
法 律  
 
 
自然科学
工 学  
 
 
Ｉ Ｔ  
 
 
 
 
 
 
そ の 他  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
集 会 等  
での 

活動支援 

幼児、小学生、中学生、高校生、大学
生、一般 
小学１～３年生 
成人層、壮年層 
小学生、一般 

幼児、小学生 
 
一般 
幼児、小学生、中学生、高校生、大学
生、一般 

大学生、高齢者層 
 
小学生、中学生、高齢者層 

小学３～６年生、青年層、成人層、壮年
層 
 
 
小学生、中学生 
 
高齢者層 

小学生、中学生、一般 
 
高齢者層 

幼児、小学生 
 
小学５～６年生 
小学４～６年生、中学生、高校生、大学
生、一般 
小学生、中学生、高校生、大学生、一般 
幼児、小学生、中学生、高校生、大学
生、一般 

小学５～６年生 
 
 
 
幼児、小学生、中学生、高校生、大学
生、一般 
 
 
小学生、中学生、高校生、大学生、一般 
小学３～６年生、中学生、高校生、大学
生、一般 

指導（支援）内容 対象・備考 

まちの先生の主な登録項目 （平成２５年６月１日現在） 

問い合わせ先　総務課（内線２２２） 

１５ 

「まちの先生」募集 ～あなたの特技を地域活動に～ 

～あなたの特技を眠らせないで～ ～あなたの特技を眠らせないで～ 



　６月３日、サルビア会館で、福崎町管工事業協
同組合主催の技術講習会が開催されました。 
　この講習会には組合員と上下水道課職員が参加し、
労働安全衛生と夏場の熱中症予防対策の講義が行
われました。事業主、使用者に関わらず、常に安
全衛生を確保することは基本であり、各組合員は
定期的に安全教育を実施しています。 
　今後も工事中の無事故を徹底し、安定した給水
を確保するため、知識の習得と技術の向上に励ん
でいきます。 

　農地は、農業生産活動を通じて、水田での貯水出水調整などの機能を持ち、
国土の保全や防災、景観の維持、緑地空間の確保など、多面的で公益的な役
割を果たしています。最近は後継者の減少、高齢化の進行、農作物価格の低
迷などで、遊休・荒廃化する農地が増えていますが、農地が荒れると地域が
荒れることになります。 
耕作放棄地の増加は環境に影響を与えます 
・鳥獣害の発生　・・雑木・雑草の繁茂 
・病害虫の発生　・・粗大ごみ等の不法投棄の発生 
・農地の多面的機能低下による災害発生 
農地を適正に管理しましょう 
　これからの季節は、雑草等の成長が早くなります
ので、早めに草刈り等の管理を行い、近隣の迷惑に
ならないようにしましょう。 
いろいろな事業・制度を利用しましょう 
　自ら耕作できない場合は、農地法や農業経営基盤
強化促進法による貸借等により、農地の有効利用を
図りましょう。 
 
　農地の利用で困った時は、農業委員、地元農会長、
集落営農組織に相談しましょう。 

問い合わせ先　農業委員・農業委員会事務局 
　　　　　　　（農林振興課内・内線３１３） 

地域の農地は　地域のみんなで守りましょう 農業委員会

農業委員会 
だより 

　公共下水道・農業集落排水・コミュニティプラ
ントに接続する排水設備工事は、福崎町の指定工
事店でないとできません。工事は必ず指定工事店
へお申し込みください。福崎町指定工事店につい
ては、上下水道課にお問い合わせください。 
 
　下水道宅内排水設備工事の指定工事店が、次の
とおり追加となりました。 

問い合わせ先　上下水道課（内線３８６） 

　供用開始されている区域のみ
なさんは、公共用水域の水質保
全・生活環境改善のため、下水
道への接続をお願いします。 下水道マスコットキャラクター 

「スイスイ」 

指定工事店名 

新 屋 設 備 興 業 

営業所所在地 電話番号 

０７９－２６２－０８３９ 

福永工業有限会社 

姫路市飾東町八重畑８１７ 

姫路市豊富町豊富１７６９ ０７９－２６４－１２７８ 

指定工事店数１３６件（平成２５年５月末） 

一覧表は福崎町ホームページに掲載しています。 

耕作放棄地 

上下水道課からのお知らせ 

～安定した給水確保のために～ 

水道週間（６月１日～７日）にあわせ 
技術講習会を実施 

１６ 



　お天気の良いときは、おひさまらんどの玄関先で、ちょっとし

た水遊びを楽しみませんか。水遊びが

したいときは、水着、着替え、タオル

等各自でご持参ください。 

※体調の悪い時や肌に異常のある場合

はご遠慮願います。お子さんの体調

には十分ご注意ください。 

（問い合わせ先：おひさまらんど） 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 

文化センター2階 
　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 

田原幼児園内 
　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
７月１６日（火）文化センター２階　和室 
個別相談員：大内和恵 
※申込は下記の３施設で受付します。 
　子育てになやみや不安はつきものです。ささ
いなことでも話すことで心が軽くなることがあ
ると思います。子どもを遊ばせながら、気軽に
子育ての悩み、疑問を相談してみませんか？ 

個別相談 

ドレミ　毎月第２木曜日　１０：００～１１：００ 
７月１１日（木）　八千種研修センター 
　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、身体
遊びなどを楽しみます。 
ぐりとぐら　毎月第１木曜日　１０：００～１１：００ 
８月１日（木）　文化センター　２階　和室 
　わらべうた・絵本の読み聞かせ・パネルシアターなど、
親子でいっしょに楽しみます。 

（問い合わせ先：ともだちひろば） 

「あそびのひろば」　申込不要 
日　時　７月２２日（月）　１０：００～１０：３０（受付９：４５～） 

場　所　福崎幼児園　お遊戯室 

演　奏　牛尾奈津美さん　玉置真梨さん 

対　象　就学前の子どもとその保護者 

申込先　おひさまらんど 

日　時　７月３１日（水）１０：３０～１１：３０ 

受　付　１０：００～（開場１０:１５～） 

場　所　エルデホール　メインホール 

※夏休み中の開催です。親子でごいっしょにど

うぞ。申込は不要です。 
 

　ある日あひるさんはピンクの水玉模様の帽子

を買いました。帽子をかぶり、おしりふりふり

自慢しながら歩いていると帽子は飛んでいって

しまいました。さあ、あひるさんの帽子は返っ

てくるのかな？他「もりのゆうびんはいたつ」 

（問い合わせ先：ともだちひろば） 

　絵本とことばの関係って？お子さんといっしょに遊び

ながらおしゃべりしてみませんか？ 

日　時　７月２９日（月）　１０：００～１１：３０ 

場　所　おひさまらんど 

テーマ　「絵本とことば」　　　　　　　申込先　おひさまらんど 

対　象　就学前の子どもとその保護者　　定　員　１５組 

　短冊に願いごとを書いて、地域の方といっしょに親子で七夕会

を楽しみませんか。 

 

 

 

　　対　象　就学前の子どもとその保護者 

　　申込先　おひさまらんど 

　　定　員　各日とも２０組 

日　時 

８月６日（火）１０：００～１１：００ 

８月７日（水）１０：００～１１：００ 

場　所 

にこにこひろば 

福崎幼児園お遊戯室 

１７ 



こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん 

ネーミング募集

に１１７通の応募

をいただきまし

た。ありがとう

ございました。 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は 

　
所
得
の
減
少
や
失
業
等
の
経
済

的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の

納
付
が
全
額
ま
た
は
一
部
免
除
さ

れ
る
「
申
請
免
除
制
度
」
・
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
（
後
払
い
）
さ

れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。 

  

●
全
額
免
除 

保
険
料
額
の
全
額 

（
１
５
０
４
０
円
）
が
免
除 

●
３
／
４
免
除 

毎
月
の
納
付
額
３
７
６
０
円 

●
半
額
免
除 

毎
月
の
納
付
額
７
５
２
０
円 

●
１
／
４
免
除 

毎
月
の
納
付
額
１
１
２
８
０
円 

※
３
／
４
、
半
額
、
１
／
４
免
除

は
、
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ

ば
未
納
扱
い
と
な
り
ま
す
。 

 

〇
対
象
者 

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
が
次

の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る

方 ①
前
年
所
得
が
少
な
い
方 

②
失
業
・
倒
産
・
事
業
の
廃
止
の

あ
っ
た
方 

③
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

前
年
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下

の
方 

④
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
方 

⑤
特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障

害
給
付
金
を
受
け
て
い
る
方 

                       
　
３０
歳
未
満
の
方
を
対
象
に
保
険

料
の
納
付
期
間
が
猶
予
さ
れ
保
険

料
の
後
払
い
が
で
き
る
制
度
で
す
。

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間

に
は
入
り
ま
す
が
、
１０
年
以
内
に

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
受
給
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 【
申
請
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予

の
手
続
方
法
】 

　
住
民
生
活
課
へ
次
の
も
の
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。 

①
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
・
納
付
書
な
ど
） 

②
印
鑑
（
本
人
が
署
名
さ
れ
る
場

合
は
不
要
） 

③
失
業
等
の
理
由
と
す
る
と
き
は

「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

写
し
」
な
ど 

④
平
成
２５
年
１
月
２
日
以
降
に
他

の
市
区
町
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

は
「
平
成
２４
年
中
の
所
得
状
況

が
確
認
で
き
る
書
類
」 

＊
免
除
等
は
、
原
則
と
し
て
申
請

日
に
か
か
わ
ら
ず
７
月
か
ら
翌

年
６
月
ま
で
の
期
間
を
対
象
に

審
査
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

○
姫
路
年
金
事
務
所 

　
　
０
７
９
・
２
２
４
・
６
３
８
２ 

○
住
民
生
活
課
（
内
線
３
７
４
） 

申
請
免
除
制
度 

若
年
者
納
付
猶
予
制
度 

・所得の額は、社会保険料控除額を考慮したおおよそのめやすです。 
　扶養親族等がいる場合、その人数に応じて変動します。 

扶養親族数 

全額免除 

3／4免除 

半額免除 

1／4免除 

若年者納付猶予 

扶養なし 

　57万円 

　93万円 

141万円 

189万円 

　57万円 

1人扶養（夫婦のみ） 

　92万円 

142万円 

195万円 

247万円 

　92万円 

3人扶養（夫婦＋子ども2人） 

162万円 

230万円 

282万円 

335万円 

162万円 

○申請免除の対象となる所得のめやす 

～ツノナスの今～ 

　５月上旬に植え付けしたツノナスは、１mくらいにぐ

んぐん大きくなってきました。その枝から出る余分な芽

をとって、Ｙ字型に仕立てています。 

　もうすぐ、ナス科らしい小さな紫色の花が咲きます♪ 

生産者同士、研修しています。 
（６月１２日撮影） 

１８ 

夏の交通事故防止運動 

　夏はレジャーなどにより、交通の流れ、

交通量が変化し、事故が起こりやすい季節

です。交通事故にあわないよう十分に注意

し、交通ルールを守り正しい交通マナーの

実践を心がけましょう。 

○飲酒運転は絶対にしないでください。 

○全ての座席でシートベルト・チャイルド

シートを正しく着用してください。 

○運転中に携帯電話を使用しないでくださ

い。 

○夕暮れ時に自動車・自転車を利用する場

合は、早めのライト点灯を心がけ、歩行

者は反射材などを身につけてください。 

８月１日（木）～１０日（土） 



お知らせ 

information

文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
一
人
で
も
宿
泊
し
て

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
７
月
１６
日
（
火
） 

　
　
８
月
１５
日
（
木
） 

　
　
８
月
１６
日
（
金
） 

　
　
９
月
１７
日
（
火
） 

　
　
１０
月
１５
日
（
火
） 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。
（
１０
月
中
の
利
用

は
８
月
１
日
か
ら
の
予
約
と
な
り

ま
す
。
） 

★
町
民
ふ
れ
あ
い
の
部
屋 

　
月
曜
日
と
木
曜
日
は
大
広
間
の

一
部
を
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
簡
単
な

昼
食
は
当
日
申
込
で
き
ま
す
。 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
は
各
自

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  「
福
崎
町
な
っ
得
商
品
券
」 

８
月
１
日
販
売
開
始
！ 

　
「
早
く
販
売
し
て
！
」「
年
末
年

始
に
も
使
い
た
い
！
」
な
ど
多
く

の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
「
福
崎
町
な

っ
得
商
品
券
」
を
８
月
１
日
か
ら

販
売
開
始
し
ま
す
。 

　
総
額
５
５
０
０
万
円
の
「
福
崎

町
な
っ
得
商
品
券
」
は
１
万
円
で

１
万
１
０
０
０
円
分
の
お
買
い
物

が
で
き
る
１０
％
お
得
な
商
品
券
で

す
。
使
用
期
限
は
平
成
２６
年
１
月

３１
日
ま
で
、
購
入
限
度
額
は
お
一

人
２
万
円（
２
冊
）ま
で
で
す
。 

　
お
供
え
や
お
歳
暮
、
年
末
年
始

な
ど
の
お
買
い
物
に
ご
利
用
い
た

だ
き
、
地
元
の
活
性
化
に
繋
げ
ま

し
ょ
う
。 

　
詳
し
く
は
、
福
崎
町
商
工
会 

（
　
２２
・
０
５
５
８
）へ
。 

  

中
播
農
業
共
済
事
務
組
合 

職
員
募
集 

職
種
　
一
般
事
務
職
（
１
人
） 

募
集
資
格
　
昭
和
５８
年
４
月
２
日

〜
平
成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
人
で
、
高
校
以
上
を
卒
業

し
た
人
及
び
平
成
２６
年
３
月
卒

業
見
込
み
の
人 

試
験
日
　
９
月
２２
日（
日
） 

会
場
　
神
戸
医
療
福
祉
大
学 

　
　
　（
高
岡
１
９
６
６
・
５
） 

試
験
方
法
　
教
養
・
作
文 

受
付
期
間
　
７
月
２９
日
（
月
）
〜

８
月
１６
日（
金
） 

受
験
申
込
書
の
請
求
・
問
い
合
わ

せ
先 

中
播
農
業
共
済
事
務
組
合
総
務
課

　
０
７
９
・
２
３
２
・
４
４
０
１ 

  
自
衛
官
募
集 

募
集
種
目 

Ａ
　
航
空
学
生 

Ｂ
　
一
般
曹
候
補
生 

Ｃ
　
自
衛
官
候
補
生 

応
募
資
格 

Ａ
　
高
卒（
見
込
含
）２１
歳
未
満
の
者 

Ｂ
・
Ｃ
　
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
者 

受
付
期
間 

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ（
女
子
） 

８
月
１
日（
木
）〜
９
月
６
日（
金
） 

Ｃ（
男
子
）
年
間
を
通
じ
て
行
っ

て
い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部
姫
路

地
域
事
務
所 

　
０
７
９
・
２
８
２
・
０
５
３
５ 

  

の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
募
集 

　
兵
庫
県
と
公
益
財
団
法
人
兵
庫

県
人
権
啓
発
協
会
で
は
、
人
権
の

大
切
さ
や
思
い
や
り
、
支
え
合
う

こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
な
ど
、
人
権

文
化
の
創
造
や
人
権
課
題
の
解
決

に
関
す
る
内
容
が
描
か
れ
た
文
芸

作
品
〔
小
説
、
随
想（
手
記
・
作

文
）、
詩
、
創
作
童
話
〕
を
募
集

し
て
い
ま
す
。 

応
募
資
格
　
兵
庫
県
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方 

応
募
作
品
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

を
含
む
未
発
表
・
未
投
稿
の
自

作
の
作
品
に
限
る
（
字
数
制
限

あ
り
） 

応
募
方
法
　
郵
送
に
限
る 

応
募
期
限
　
９
月
１０
日（
火
） 

　
　
　
　
　（
当
日
消
印
有
効
） 

問
い
合
わ
せ
先 

（
公
財
）
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会

　
０
７
８
・
２
４
２
・
５
３
５
５ 

　
「
福
崎
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
」（
ふ
る
さ
と
納
税
）へ
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。（
４
月
分
） 

〈
三
木
家
住
宅
に
関
す
る
事
業
〉 

寄
附
者
・
寄
附
金
額
　 

㈱
マ
ル
フ
ク
様（
福
崎
町
） 

　
２
５
９
２
８
円 

ふ
る
さ
と
納
税
　
　 

　
　
　
寄
附
の
お
礼 

　福崎町では、農業振興地域の整備に関する法律にもとづき、
その事務手続きに係る基準を作成します。この基準は、本町に
おける土地利用の基本的方向を明らかにし、地権者等が申請等
の手続きを適正に行えることを目的としています。基準を定め
るにあたり、「農業振興地域整備計画検討委員会」を設置し、
検討を行います。 
　そして、みなさんの意見を取り入れるために、検討委員会委
員を募集します。ご応募をお待ちしています。 
 
　応募資格　１８歳以上（高校生は除く）で福崎町に在住・在勤・

在学の方 
　応募方法　所定の申込書により農林振興課へ 
　募集人数　１人 
　活動期間　８月から提案まで 
　応募の締切　７月２５日（木） 

　開催日　　平日（開催回数は３回程度） 
　問い合わせ先　農林振興課（内線３１１） 

農業振興地域整備計画検討委員会　委員募集 

１９ 



バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ 

「
平
成
２５
年
度
福
崎
町
親
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
」
参
加
募
集
！ 

日
時
　
８
月
１１
日（
日
） 

　
　
　
午
前
９
時
受
付
・
開
会 

場
所
　
第
１
体
育
館 

参
加
資
格
　
男
女
を
問
わ
ず
小
学

生
４
人
、
大
人
（
学
生
可
）
２

人
が
常
時
出
場
。 

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円 

　
　
　
　
（
大
会
当
日
に
徴
収
） 

申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
８
月
７

日
（
水
）
ま
で
に
第
１
体
育
館

ま
た
は
協
会
役
員
へ
。 

※
詳
し
く
は
、
協
会
・
大
杉（
　
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
２２
・
３
２
３
１
）へ
。 

ス
ポ
ー
ツ 

平
成
２５
年
度
第
２
回
警
察
官

募
集 

受
付
期
間 

・
持
参
の
場
合 

　
７
月
１０
日（
水
）〜
８
月
２９
日（
木
） 

・
郵
送
の
場
合 

　
７
月
１０
日（
水
）〜
８
月
２３
日（
金
） 

　
当
日
消
印
有
効 

試
験
日
　
９
月
２２
日（
日
） 

募
集
人
数 

【
一
般
選
考
】 

・
男
性
警
察
官
Ａ
・
Ｂ
　
約
２
１
８
人 

・
女
性
警
察
官
Ａ
・
Ｂ
　
約
２５
人 

【
特
別
選
考
】 

・
情
報
処
理
　
約
２
人 

　
（
性
別
不
問
） 

・
武
道
Ａ
・
Ｂ
　
約
４
人 

　
（
性
別
不
問
・
柔
道
・
剣
道
） 

※
Ａ
は
大
学
卒
業
及
び
卒
業
見
込

み
、
Ｂ
は
そ
れ
以
外
の
人
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
福
崎
警
察
署 

　
２３
・
０
１
１
０
（
内
線
２
１
３

警
務
係
） 

海
上
保
安
官
募
集 

●
海
上
保
安
大
学
校
学
生 

資
格
　
平
成
２５
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年

を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
平

成
２６
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者 

受
付
期
間 

８
月
２９
日（
木
）〜
９
月
６
日（
金
）

（
郵
送
） 

第
１
次
試
験
日 

１１
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
） 

●
海
上
保
安
学
校
学
生 

資
格
　
平
成
２５
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
５
年

を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
平

成
２６
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者 

受
付
期
間 

７
月
２３
日（
火
）〜
３１
日（
水
） 

（
郵
送
） 

第
１
次
試
験
日
　
９
月
２９
日（
日
） 

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
受
付
し

ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

姫
路
海
上
保
安
部
管
理
課 

　
０
７
９
・
２
３
１
・
５
０
６
３ 

  

正
社
員
・
就
職
面
接
会
開
催 

　
西
播
磨
地
域
に
あ
る
事
業
所
と

求
職
者
を
一
堂
に
集
め
た
合
同
就

職
面
接
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
。 

日
時
　
７
月
１６
日（
火
） 

　
　
　
１３
時
〜
１６
時 

場
所
　
姫
路
キ
ヤ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

　
　
　
鳳
凰
の
間 

対
象
者
　
概
ね
４５
歳
未
満
の
求
職

者
（
来
春
卒
業
予
定
の
学
生
等

は
除
く
） 

参
加
企
業
　
技
能
・
技
術
職
ま
た

は
事
務
職
の
正
社
員
求
人
を
行

っ
て
い
る
事
業
所 

　
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫

路
　
企
画
情
報
部
門
（
　
０
７
９ 

・
２
２
２
・
４
７
８
５
）
へ
。 

  

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会
開
催 

　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、
働
く
自
信
が
な
い
、
ニ
ー

ト
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
１５
歳
か

ら
概
ね
３９
歳
ま
で
の
若
者
や
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
相
談
業
務
や
講

座
な
ど
を
通
じ
て
メ
ン
タ
ル
（
精

神
・
健
康
）
面
と
キ
ャ
リ
ア
（
職

業
）
面
の
両
方
か
ら
支
援
す
る
も

の
で
す
。 

　
こ
の
た
び
、
神
河
町
・
市
川
町
・

福
崎
町
を
対
象
に
、
出
張
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

開
催
日
　
７
月
２６
日（
金
） 

内
容 

　
１３
時
３０
分
〜
、
１４
時
３０
分
〜
、

　
１５
時
３０
分
〜 

　
各
１
人
・
予
約
制 

相
談
員
　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト 

会
場
　
サ
ル
ビ
ア
会
館
　
２
階 

　
　
　
研
修
室 

締
切
　
７
月
１９
日（
金
）ま
で 

主
催
・
共
催
　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
神
河
町 

　
・
市
川
町
・
福
崎
町 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
地
域
振
興
課
（
内
線
３
９
１
） 

お
お
む 

　福崎町では、県内市町とともに「ヴィッセル神戸」を応援しています。 
　このたび、福崎町応援デーとして無料観戦チケットがプレゼントされま
す。ぜひ、ご応募ください。 
日　　時　８月２５日（日）１９時試合開始　ヴィッセル神戸vs.アビスパ福岡 
場　　所　神戸ユニバー記念競技場 
応募条件　町内在住の方 
席種人数　ホーム自由席　抽選で２００人 
申込方法　次のいずれかの方法で応募してください。 
●往復ハガキによる応募 
　返信先住所と次の事項を記入のうえ郵送してください。 
　　　①申込人数（４人まで） 
　　　②参加者全員の郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号 
　（応募先）〒６５２－０８５５　神戸市兵庫区御崎町１－２－１ 
　　　　　　「ヴィッセル神戸福崎町応援デー係」 
●専用ハガキによる応募 
●web応募 
応募締切　８月９日（金）必着 
問い合わせ先　ヴィッセル神戸チケットセンター　　０７８－６５１－１２２２ 

「ヴィッセル神戸福崎町応援デー」観戦者募集 

２０ 



夏
休
み
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ

募
集
！ 

　
「
め
だ
か
の
学
校
」
で
は
、

町
内
小
学
生
を
対
象
に
夏
休
み

キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
山

登
り
や
川
遊
び
、
カ
ヌ
ー
や
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
？
裏
方
と
し
て

の
調
理
や
運
営
の
手
伝
い
な
ど

も
大
歓
迎
で
す
。 

　
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
興
味

の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
、
第
１
体
育
館（
　

２２
・
１
１
５
３
）
へ
。
（
月
曜

休
館
） 

              

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ 

　
５
月
１５
日
〜
１８
日
、
町
民
第

１
グ
ラ
ン
ド
で「
第
２
回
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
優
勝
・
準
優
勝
チ
ー
ム
は
第

６０
回
郡
大
会
に
町
代
表
と
し
て

出
場
さ
れ
ま
す
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

優
　
勝
　
吉
田 

準
優
勝
　
二
の
宮 

３
　
位
　
中
島
ク
ラ
ブ 

 

※
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
加

盟
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
・
橋
本
（
　
２２
・
０
６
８
９
）

へ
。 

    

体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

山
菜
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
て
き

ま
し
た
！ 

　
５
月
２５
日
、
鉢
伏
高
原
に
参

加
者
５８
人
で
山
菜
採
り
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、

山
吹
や
ワ
ラ
ビ
を
た
く
さ
ん
収

穫
し
、
と
て
も
よ
い
運
動
に
な

り
ま
し
た
。 

倉
壁
の
蔦
の
な
び
け
る
初
夏
の
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
老
鶯
を
聞
き
つ
備
前
の
旅
惜
し
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

水
色
の
ブ
ラ
ウ
ス
似
合
う
娘
夏
始

め
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

老
鶯
鳴
く
尼
独
り
住
む
峡
の
寺 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

 

保
母
さ
ん
の
ピ
ア
ス
き
ら
り
と
夏

始
め
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

姿
見
せ
ぬ
老
鶯
鳴
き
て
亡
友
偲
ぶ 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

新
緑
の
山
あ
い
に
有
り
札
所
寺 

　
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

山
門
ま
え
笹
落
葉
掃
く
修
行
僧 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

野
道
ゆ
く
園
児
の
列
や
初
夏
の
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

観
覧
車
城
を
遠
目
に
竹
の
秋 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

鮎
解
禁
釣
師
の
竿
の
光
る
朝 

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

琴
を
ひ
く
娘
の
手
美
し
夏
始
め 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

竹
落
葉
濡
れ
て
離
れ
ぬ
石
畳 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

や
っ
ほ
う
の
谺
か
え
れ
り
山
若
葉 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
澤
久
美
子 

 

更
衣
身
も
軽
や
か
に
朝
の
駅 

　
　
　
　
　
　
　
　
生
田
恵
美
子 

 

渓
谷
深
き
祖
谷
の
川
瀬
へ
竹
葉
散

る
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

戦
後
の
飢
え
知
る
人
逝
き
し
麦
の

秋
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

新
し
き
団
地
の
家
並
に
お
の
も
お
の
も
花
咲
か
し
め

て
生
活
の
に
お
う
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 

 

蕗
わ
ら
び
竹
の
子
採
り
の
の
ぼ
り
降
り
思
い
に
ま
か

せ
ぬ
動
き
の
悪
し
　
　
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 

 

土
ひ
く
く
咲
く
た
ん
ぽ
ぽ
の
み
だ
れ
つ
つ
野
を
吹
く

風
の
い
ま
だ
つ
め
た
し
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 
 

熱
の
あ
る
乳
房
炎
に
田
の
泥
を
塗
り
つ
つ
田
植
し
お

り
し
母
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

後
輩
に
安
否
な
ど
き
か
れ
受
話
器
も
つ
夫
の
見
せ
た

る
眼
の
輝
き
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

木
下
埋
め
零
れ
咲
き
い
る
忘
れ
な
草
淡
き
ブ
ル
ー
に

め
ぐ
り
を
染
む
る
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

身
の
内
に
姿
潜
む
る
核
な
る
も
の
宿
命
の
レ
ー
ル
に

の
り
て
流
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

山
の
端
に
衆
目
あ
つ
む
る
瑠
璃
光
寺
五
重
の
塔
は
蒼

然
と
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

時
き
ざ
む
衛
星
時
計
の
狂
い
な
く
我
が
脈
拍
の
今
朝

も
正
常
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

土
砂
降
り
に
合
羽
欲
し
か
ろ
葱
坊
主
爆
弾
低
気
圧
の

中
凛
と
し
て
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

昨
夜
よ
り
の
雨
上
り
た
り
麦
の
青
き
ら
め
く
露
に
春

を
映
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

よ 

べ 

ば
　
　
く
　
　
て
　
　
い 

や
な
み 

た
つ
き 俳

句

会 

短

歌

会 

こ
だ
ま 

こ 

こ
ろ
も
が
え 

た
　
に 

い
　
や 

と
　
も 

ろ
う
お
う 

あ
ま
ひ
と 

こ 
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７～８月にピークを迎える熱中症！ 
　予防には「水分補給」と「暑さを避けること」が大切です No.303

福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

助成額　「麻しん風しん混合ワクチン」７,５００円 
　　　　「風しんワクチン」　　　　　５,０００円 

※いずれか１回のみの助成です。 
※麻しん風しん混合ワクチンの接種をおすす
めします。 
※生活保護世帯の方は接種費用の全額を助成
します。 

対　象　①平成６年４月１日生まれ（１９歳）～昭和３９
年４月２日生まれ（４９歳）の男女のうち接
種を希望される方 

　　　　②妊婦の同居家族の方 
※風しんにかかったことがある方、「麻しん
風しん」、「風しん」ワクチンを２回接種
された方は接種の必要はありません。 
※妊娠中の方は接種できません。また接種後
２か月は妊娠できません。 

期　間　平成２６年３月３１日まで 
　　　　（平成２５年４月１日以降の接種分も含む） 

手続き 
　○平成２５年４月１日以降に、すでに接種された方 

　医療機関が発行する「領収書」及び「接種済み
証明書」を添付し、「助成金請求書」を保健セン
ターへ提出してください。 
※印鑑、振込先通帳、接種者の対象確認ができる
免許証または保険証を持参ください。 

　○これから指定医療機関で接種を希望される方 
　保健センターで申請し、指定医療機関で接種し
てください。 

☆予防接種を受けられる福崎町内医療機関☆ 
山田医院　松岡クリニック　松岡産婦人科クリニック
平野病院　マサキ医院　城谷医院　吉田クリニック
ミナミ整形外科内科　アキタケ外科医院　橋本じゅ
ん整形外科 
　※事前に予約が必要です。 
 
　　ご相談は保健センター（内線３６０～３６３）へ 

　もし、がんになったとしても、医学の進歩により、約
５０％の方が“治る”ようになりました。特に早期に発見
し適切な治療を行うことで、非常に高い確率で治癒します。 

　福崎町でも、昨年のがん検診から早期がんが見つかっ
ています。今年まだ受診されていない方は、ぜひ受診し
てください。 

２２ 

　２０～４０歳代男性の風しん感染者が急増しています。福崎町では、感染拡大と妊婦の
先天性風しん症候群の発症を防ぐため、風しん等ワクチンの接種費用を助成します。 
　ワクチンの供給事情により、希望時期に接種ができない恐れがあります。妊娠を希
望される方やその配偶者の方は、早めの接種をおすすめします。 

がん検診受けましたか？ 
がん検診を受ける必要があるのは 
今症状がないと安心しているあなたです 

　がんは、日本人の死亡原因の第１位であり、福
崎町でも平成２２年度には３人に１人が、がんで亡
くなっています。部位別では、肺がん、胃がん、
肝臓がん、大腸がんの順に多くなっています。 
　生涯のうちにがんにかかる可能性は、男性、女
性ともにおよそ２人に１人と言われています。 

がんの状況 

がん検診を受けましょう 

平成２４年度　福崎町のがん検診の状況 
検　診 がんが見つかった人 

肺 が ん 検 診 

胃 が ん 検 診 

大腸がん検診 

子宮頸がん検診 



保健センターだより 

三
色
ご
は
ん
と
夏
野
菜
ス
ー
プ 

吉
高
朱
音
さ
ん（
福
崎
西
中
学
校
１
年
〈
当
時
〉
）の
作
品 

 
材料　（いりたまご）　　　　・卵１個 
　　　・さとう小さじ１／２　・塩ひとつまみ 
　　　（ツナそぼろ）　　　　・ツナ缶１缶 
　　　・しょうゆ大さじ１　　・さとう大さじ１／２ 
　　　・本みりん大さじ１／２ 
　　　（オクラ）　　　　　　・オクラ２本 
　　　・しょうゆ適量　　　　・カツオぶし適量 
作り方　（いりたまご） 
　　　　①耐熱ボウルに卵を割り入れて調味料を入れる。 
　　　　②泡立て器でよく混ぜ、ラップをかけず１分

加熱。 
　　　　③よく混ぜて１分加熱。 
　　　　④よく混ぜて完成。 
　　　　（ツナそぼろ） 
　　　　①耐熱ボウルに材料をすべて入れる。 
　　　　②泡立て器で混ぜて、ラップをして３分加熱。 
　　　　③フォークでよく混ぜて半分だけラップを

して１分加熱して完成。 
　　　　（オクラ） 
　　　　①ボウルに水を入れて３分加熱。 
　　　　②オクラを切ってしょうゆとカツオ節であえて

完成。 
 
 
材料　・トマト１個　　　・とうがん３０ｇ 
　　　・モロヘイヤ３枚　・ウインナー２本 
　　　・コンソメ１／２個 
作り方　①材料を切る。 
　　　　②コンソメで煮て完成。 
 
 
材料　・ヨーグルト　　・ぶどう　　・はちみつ 
作り方　①ヨーグルトにぶどうとハチミツを入れて完成。 

三色ごはん 

夏野菜スープ 

ヨーグルト 

・
畑
や
家
に
あ
る
も
の
を
使
っ
た
。 

・
彩
り
鮮
や
か
に
し
た
。 

・
電
子
レ
ン
ジ
で
早
く
作
る
こ
と
が
で
き
た
。 

・
ご
は
ん
は
も
ち
む
ぎ
精
麦
を
入
れ
た
。 

朝ごはん 
レシピ⑧ 

　町では、中学校1年生～高校1年生の女子を対象に、

子宮頸がん予防ワクチンの接種を行っていましたが、

接種後に重篤な副反応の報告があり、現在は接種を

積極的にはすすめていません。 

　ワクチンの接種は、その有効性と接種による副作

用（副反応）が起こるリスクを十分に理解したうえ

で受けるようにしてください。 

２３ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

1歳6か月児健診 

一般希望者 

妊 婦  

乳児希望者 

幼児希望者 

H２４.７月生まれの児 

H２５.４月生まれの児 

Ｈ２５.３月生まれの児 

Ｈ２４.９月生まれの児 

H２３.１１・１２月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

７/８（月） 

月～金 

７/８（月） 
 

７/８（月） 

７/２４（水） 

７/１６（火） 

７/２４（水） 

７/１７（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター7月定例行事予定 

現在、子宮頸がん予防ワクチンの接種を 
積極的にはおすすめしていません。 

けい 

子宮頸がん予防ワクチンの接種を受けるみなさんへ 

第123号 

　５月の中旬に、就学前の子どもとその家族３６人で
神戸市立須磨水族園へバス遠足に行きました。 
　今回は、大学生からお孫さんがおられる方まで、幅
広い年齢のボランティアさんが大活躍されました。参
加した子どもの中には、気になるものがあると、周囲
にかまわず急に走りだしたり、突然大きな声を出して
しまったりする子もいます。そのため、周りに迷惑を
かけてしまうのではないかと不安になり、外出をため
らうご家族もおられました。 
　そこで、ボランティアさんには、子どもが安全に楽
しい時間を過ごせるように、見守りをお願いしました。
大学生のボランティアさんは、園内を次から次へと駆
け回る子どもに、危険がないようについて走ってくれ
ました。また、お孫さんのおられる方は、暑い中、屋
外のカメの展示を子どもが納得するまでじっくり付き
合ってくださいました。最初はぎこちなかった子ども
たちも、すっかりボランティアさんに慣れ、帰りの集
合場所に肩車をしてもらって来る子どもや、大学生の
お兄ちゃんに『初恋』をした子どももいるほどでした。 
　ボランティアさんが、スタッフや家族だけではでき
ない多様なかかわりをしてくださったおかげで、子ど
もたちはのびのびと水族園を満喫することができまし
た。 
　今回のバス遠足では、あらためてスタッフや家族だ
けでなく、多くの人の目で子どもをサポートすること
の大切さを感じました。そして、年齢や立場の違うボ
ランティアさんにお手伝いしてもらうことで、私たち
も気付かなかった子どもの良さを感じることができた
1日となりました。 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 
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町民のうごき 

平成２５年５月末現在 

７，２５２世帯 
９，３３６人　 
５０人　 
１５人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，５５９人 
１０，２２３人 

４０人 
１９人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２４ 

 　
６
月
２３
日
、
市
川
河
川
敷（
長
目
）で
水
防
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
福
崎
町
消
防
団
員
と
町

職
員
が
班
を
作
り
、
し
が
ら
み（
柵
）づ
く
り
、

土
の
う（
土
を
詰
め
た
袋
）積
み
な
ど
、
水
の
流

れ
を
さ
え
ぎ
る
工
法
の
実
践
練
習
を
行
い
ま
し

た
。
水
害
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
前
に
、
防

災
意
識
を
高
め
る
訓
練
に
な
り
ま
し
た
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
福
崎
町
の
特
産
「
も
ち
む
ぎ
」
。
そ
の
も
ち
麦
が
作

ら
れ
て
い
る
よ
う
す
を
見
よ
う
と
、
私
た
ち
は
も
ち

む
ぎ
の
や
か
た
北
に
あ
る
畑
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　
柳
田
國
男
生
家
な
ど
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
観
光

に
来
ら
れ
た
方
も
足
を
止
め
、
も
ち
麦
畑
を
眺
め
て

い
ま
し
た
。
普
段
何
気
な
く
見
て
い
る
景
色
で
す
が
、

金
色
の
麦
が
太
陽
に
照
ら
さ
れ
る
よ
う
す
は
一
幅
の

絵
の
よ
う
に
美
し
く
、
生
命
力
を
感
じ
ま
す
。 

　
こ
の
畑
で
は
、
毎
年
、
田
原
小
学
校
の
児
童
が
麦
ま
き
や
刈
取
り
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
食
育
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
収
穫
期
で
あ
る
６

月
に
刈
取
り
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
収
穫
の
楽
し
さ
と
同
時
に
食
物
を

育
て
る
苦
労
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
収
穫
さ
れ
た
も
ち
麦
は
給
食
な
ど
に

利
用
さ
れ
、
町
民
の
健
康
を
支
え
て
い
ま
す
。 

　
も
ち
麦
は
β
グ
ル
カ
ン
と
い
う
食
物
繊
維
を
多
く
含
み
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
低
下
さ
せ
る
な
ど
、
健
康
に
と
て
も

良
い
食
品
で
す
。
４
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
取
り

上
げ
ら
れ
、
全
国
的
に
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
食
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。 

（
川
上
達
也
・
石
川
祐
規
・
振
角
美
穂
） 


